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1.は じめに

機械 システムエ学科のカ リキュラムは学科設置に当り、かな り検討を重ねて作成 したもので

はあるが、新たな取組みもあ り、実際には試行錯誤を繰 り返 しなが らの 4年 間であつた と言え

る。学科新設に当 り新たに取入れた教育内容や教育手法 とその問題点については昨年度の教育

年報で説明させていただいた。 ここでは、その際取 り上げた問題点などを考慮 し、 2001年

度のカ リキュラムに反映 させた ものを中心に学科の取組みを報告 させていただ く。

2.改 定の要点

2001年 度におけるカ リキュラム改定の要点を示す と以下のようになる。

a.学 年配当単位数の調整

本年度の入学生か ら工学部では履修単位の上限 (半期 24単 位 )を 設けたが、学科のカ リ

キュラムはそのようなことを想定 して作成 していなかったため、特に低学年において専門学科

として履修 させるべきだと学科で考えていた専門科 目の単位 と共通分野科 目 (教養科 日、外国

語科 日、体育科 目)の 単位の総和が 24単 位 を超えて しまっている。

表 1は そのことを示す もので、配当されている単位数は学年指定なしのものを除き、専門科

目だけで 24単 位 を超 えて しま う学期がある。特に、専門の基礎科 目が多 く、その大半を学科

としては修得 させたいと考えている 2年 次の学生には、共通分野科 目を履修 しないようにと指

導せ ざるを得ない状態であ り、平成 13年 度の 2年 次生への履修指導が難 しい状況にある。

そこで、 13年 度入学生か らはこの点に配慮 し、学科 としての履修指導に矛盾が生 じない程

度の各学年、学期当た りの単位数配当となるような調整をそfなった。その結果を示 したものが

表 1の 改正後の単位数である。 これによつて、専門の基礎科 日が多い 2年 次において、共通科

目を 4単 位 までは履修することを可能 とした。その反面、 3年 次には多 くの専門科 目が配当さ

れることになったが、高学年の専円科 目は選択科 目が多 く、履修指導上の問題は生 じないもの

と考えている。なお、改定後の機械 システムエ学科の専門分野教育課程表を表 2に 示す。

表 1 機 械システムエ学科専門分野科目単位数の配当状況

1学 年 2学 年 3学 年 4学 年

前期 後 期 前期 後期 前期 後期 前期 後 期

現行の単位数 1 4 1 8 2 4 2 4 2 4 2 6 8

改正後の単位数 1 6 1 6 2 0 2 0 3 0 3 0 8 2
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表 2 機 械システムエ学科 平成 13年 度カリキュラム課程表

科   目   群 授 業 担  当   者 必選 の別 単位 数

週 位

1 年 年 3 年 4  年

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

専門基確 科 目 徴学 (1) 岳橋 (渉)

数学 (2) 1 上

'原

ク トル解 析 学 宮 田 信

幻数論 宮 日 信

工業力学 (1) 文原 芳 大 谷

工業力学 (2) 萩 原 芳 坂 本 (吉)

電気物理 察尾

基礎化学 紫井

情報 リテ ラ シー 公山  山 ロ

データ処理 野中 島 野

充計処 理

数値解 析

強度 シ ステ ム オ料力学(1) 女'京 千 業

オ料力学 (2) 女原 (芳) 千葉

鶴板 工作 法 (谷

軽械 材 料 太谷

軽械 要素 設計 F業

負度 解析 学 文原 (芳)

負度 評価 学 (谷

機構 シス テ ム 機構 学

機械 シス テ ム設 計

ロク ッ トエ学 田 (信

干宙 シス テ ム字 口 (信

熱流 体 システ ム 在れ 学 ( 1 ) 島 野

硫れ学 ( 2 ) 本 達 ) 島 野

A力学 (1) ヨ本

R力学 (2) ヨ本

云熱 工学

外機 関 システ ム

内流体システム 木

Lネルギー変換システム 木

ステムダイナミンクス 生藤 鈴 木 (勝)

制御 シス テ ム設 計 と藤

,捧)

刊御理 論

メカ ニカル システ ム制 御 新 宮

計測 シス テ ム 巨気回路 無尾

重子 回路 田 中 (康)

E子計演」 案尾

雪号解析 日 中 (康)

l l l J工学 荒 木 (達)

巨気機解 案)老

犠被 情 報 シ ステ ム 3プログラミング

アログラミング応用 野中 昂 野

国像処理

=デ ツングとシミュレーシ 手中

O R T R A N言 語 未 定

本験学習 勿理 学 実験 他

ヒ学実験 繁井 二 宮

践板 システム実験 (1) 夏本  他

隆紋 シス テ ム実験 (2) 冷木 (勝) l L

生藤 (二 ) 他 O

整枕 工作 実習 大谷  島 野

盗被 設計 製 図 (1) 英

盗被 設計 製 図 ( 2 ) 英

毬被 シス テ ム設計 演 習 (1) 原 芳 吉 田 (英) O

整械 シス テ ム設骨1演 習 (2) 藤 榎 本 O

き使工学研究 全教 員

,外実習 来原 (芳)

喝遼科 目 え空宇 宙 工学概 論 安村 、他

,ボ ッ トエ学 J 澤ヽ

営業機 械 と工学倫理 青山 fL

前期科 日

R境 工学 多留 他 前期 科 目

コ的所有権 度辺 前期科 目

争別議義 (1)(開 講せず)

キル1議義 (2)(開 議せず)

卜業研 究 O
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b.情 報処理関連科 目の再編成

情報処理関係科 目は学科 として強化すべきであると考え、新設時から科 目構成を考えて配置

した。 しか しなが ら、予算や担当教員の関係か ら最低限の実施であったため、演習時間の不足

や教育内容などに問題 も生 じてきた。 ようや く担当教員の充実も進んだため、この時点で大幅

な改定を行なった。表 2の 機械情報システムの科 目群ならびに専門基礎科 目の中のデータ処理

な どがその状況を示 してお り、より実践を中心 とした内容 となっている。

c,週 2コ マ科 目の修正

教育年報 No.10に も述べたが、 1週 間に学生が履修する科 目の種類は高等学校に比べて多

く、それ らをきちん と学修することはかな り大変であると考え、例 えば月曜 日と木曜 日などと

1週 間に 2コ マの科 目を設け、科 目の種類を少なくする体制で科 目編成を行なったが、実施 し

た結果、以下のような問題点も浮上 してきた。

a.次 回の授業が 1週 間後ではなく、 2、 3日 後にな り、宿題などを出 しても他の実験科 目

な どの報告書提出とかち合 うと上手な時間配分を学生はできなくなる。

b.低 学年の 2コ マ科 目を再履修 しなければならない とき、重なる自学年の科 目を 2つ 放棄

しなければならないが、その際の科 目調整が難 しい。

c,教 員が演習の採点などの結果を次回に示す場合に時間的余裕がなくなることが多い。

d,学 生は新 しい授業内容 を理解するにはある程度の時間が必要のようであ り、週 2回 であ

ると内容が進み過 ぎ、ついてゆけなくなる。

以上の点を改善するため、材料力学、流れ学、熱力学などの力学系科 目を中心に一部の科 目

は従来型の 1週 間 1コ マ体制に戻 した。

3.ま とめ

以上、 2001年 度か らのカ リキュラムは、学科新設に当 り実施 した新たな取組みの中で問

題が生 じた部分を中心に変更 したものであり、やや小幅な改定 となった。改善すべきであると

み られるものはまだあるが、要員や設備の問題などが関係す るため今回は見送 り、 2003年

度の全学的改定に合わせて、教務委員を中心にカ リキュラム検討委員会において改定に向けて

の作業を進めているところである。前回も述べたが、いずれにしても今後はよリー
層多 くの時

間を教員は教育指導に害Jかなければな らない。そのため、よリー
層、学科独 自の教育内容の絞

り込み と教育手法の改善努力が必要 となる。 これ らのことを主体性 を持つて実施 して行 くこと

が今後の大学の個性化につながることであろ う。上記の事柄などのついてご批判、ご助言頂け

れば幸いである。 (平成 13年 1月 )
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